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自動車内装材の揮発成分による影響を試験
自動車内装材 (ゴム・プラスチック・皮革・繊維) から発生する揮発
成分が、温度差によりフロントガラス内面等に付着し視界を妨
げる現象 (フォギング) を促進再現します。試験片を入れた試
験ビンの加熱方法は、WF-1 型はオイル加熱方式、WF-3 型は
空気加熱方式です。

ISO 6452:2021 に適合した空気加熱方式 ( WF-3 型 )

オイル加熱方式と比較して試験の手間・コスト・環境への負
荷を削減できます。

試験槽の正確な温度制御
試験槽にセンサを配置し温度制御するため、試験温度が正確。
オプションで試験ビン内の試験片位置にセンサを置いて温度制御することも可能。

水冷却式冷却板の正確な温度制御
ガラス板冷却用の冷却板内にセンサを配置し、付属の冷却板
冷却水循環装置（別設置）で水温を制御するため、ガラス板
の冷却温度が正確です。

試験面を確認しやすいフォギング試験用ガラス
試験に使用するフロートガラス板は、試験面を一目で確認でき
るように、錫引き面 (試験面と反対側) にマークを付けています。

試験後の光学測定評価には、当社のグロスメーター、ヘーズ
メーター、可視光線透過率計が用いられています。

＜特殊仕様対応＞
自動車メーカ各社の試験仕様に応じて、試験ビン寸法、ガラ
ス板寸法、試験ビン取付け部、オイルバスの浸漬深さなどが
異なります。製作時に予めご指定願います。

WF-3

WF-3 型の試験槽上面

フォギング試験用ガラス ( 錫引き面にマークを付けています )

フォギングテスター

ISO 6452 / ISO 17071 / SAE J1756

型式 WF-1 WF-3

加熱方式 オイル加熱方式 空気加熱方式

試験ビン個数 6個 7個

試験ビン寸法 約外径φ90×190×t3mm 約外径φ90×190×t3.5mm

ガラス板寸法 約110×110×t3mm

試験温度 60～150℃

冷却板冷却水温度 20～40℃ （別設置の冷却板冷却水循環装置が付属）

冷却板冷却方法 冷却水循環方式

電源容量 単相200V　約25A 単相100V　約24A

本体寸法 約幅83×奥行77×高さ90cm 約幅79×奥行120×高さ67cm

運転質量 約140kg 約150kg

＜オプション＞ キャビネット冷却板冷却水循環装置収納用、記録計(0～150℃)、タイマ
●本体寸法および運転質量は冷却板冷却水循環装置を除いた数値です。
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本カタログに記載の仕様は改善・改良のため予告なく変更する場合があります。本体の付属品・オプション品については、最新の仕様書をご確認ください。

本カタログに記載の試験規格はカタログ制作当時のものです。また、試験規格内の全ての試験条件に対応することを示すものではありません。試験規格は

定期的に見直し・改正されますので、最新の規格内容をご確認ください。


